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AR技術を使っ た 「凸 レ ン ズ の働き」教材の 開発 と評価
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1　 目　的

　AR とは，見えて い る現実世界の視覚情報に ，
 

や文字情報を合成 し て情報を付加す る技術で あ

る。 近年の機材進歩に より実用化が進み ， 教育で

の利用事例も見 られ るよ うになっ た。 これ ら教材

は，操作を伴 うこ とで 体感を通 した理解を促進し

葬り
鹽 現実世界 の 情報量を増やすこ とで理解を促

進 したりする効果が ある 。 本研究で は ，
「幽 レ ン

ズの働きllにつ い て の 学習上 の 課題解決を図るた

ゆ，腿 の特徴を生 か した教材を開発 し、実践にお

いて融材の評価を行 うこ ととした 。

雰 方 法

（D　 「凸 レン ズ の働き」 の学習上 の課題
　 「凸レ ンズ の 働き」 の 単元 で は，物体と幽 レ ン

ズ の 距離を変えた ときに で きる像の位置や大き

さ， 像の 向きにつ い て の 規則性を見 い 出させ る 。

この 隣， 凸 レン ズを通る光の 道筋を作図すること

を通 して規則生の 理解を促す 。 しかし ， 作図はで

きるが規艮1噂 は理解で きない とい う報告がなされ

てい る （佐久間 2010 ；山下 20U ）。 こ の課題に対
して

， 水槽の水に牛乳を加えたり
，
LEDや レーザv

によっ て光の道筋を視覚化する教材，光学台の模

型を操作する 1α 教材など様々 な工夫がなされ一

庫の嘆果を上げて い る。 しか し
，

これ らは， 実験

と作図饗直接結びつ けるものでばない
。

（2）腿 教材の開発

　欄 で｝亀 実際に生往が実験で使用する光学

台に光の道笏を重畳表示することで
， 実験と作図

の 関連性を理解させ る。 具体的には ， 実験装置を

ウェ ブpメ　？で撮影すると、 装置画像上に光の道

筋や像が重畳表示されるものである （図 1）

図 1M 教材 「凸 レ ン ズ の働き」 の概観

　（3＞ AR 教材の活用 と評価

　 新潟県の 公 立中学校 1年生 1 クラ ス 19名に対

　して 2013年 7 月に実践を行っ た。 琴践は、膿 教
材を演示 する もの である。 単元終了後｝ti質問紙に

よ り 「凸 レ ン ズ の働きllに っ い て の作図 （3問）

　と規則性 （4 問）の 理解度を調査 した （プ レテ ス

　ト）。 完全正答で きなか っ た生徒に対 して，飆 教

材を使 っ た 30分間の補習を行っ た。 補習は ， 個別
に M 教材を操作 しながら光学台で の 実験 と作図

を行 うもの である 。 補習後にポス トテ ス ト， 補習
の 1 か月後に遅延テ ス トを行っ た。

3　結果

　図2 ， 図3は ， それぞれ 「作図」，
「規則性」 の

理解度を統制群 と実験群で比較したもの である。 繍
制群はプ レテ ス トを完全正答したたあ AR 補習を受

け て い ない 9 名であ り． 実験群は 齪 補習を受けた

10 名で ある。 作図の 理解度 ． 規則性の理解度それ

ぞれにつ い て ，
プ レテ ス トと遅延テス トの間に有意

な差が あっ た。また
，
プ レテ ス トでは統制群が実験

群 よりも有意に高か っ たが ， 遅延 テ ス トでは実験

群，統制群の 有意差はなか っ た。
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　　 図 2 作図の 理解度　　　図 3 規則性の 理解度

　4　まとめ

　 AR 教材を演示するだけでは ， 十分な成果が得ら

れなか っ たが，AR 教材を操作しながら実験を行うこ

とによっ て ，作図 ， 規則性に っ い て の 理解が進ん
」

だ。 今後の 課題は ， 通常授業とAR 授業の学習過程
を比較し，

「凸 レ ン ズ の 働き」の 理解の プ ロ セス を検
討すること， 本結果を踏まえた授業をデザイン」 通

常授業に対して の 示唆を提供することである。
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